
　

介
護
保
険
制
度
は
、
皆
さ
ん
が
納

め
る
保
険
料
と
、
公
費
（
税
金
）
で

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
制
度
開
始
か

ら
５
年
が
経
過
し
、要
介
護
（
支
援
）

認
定
を
受
け
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
人
が
次
第
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用

も
た
く
さ
ん
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
の
上
昇
を
で
き
る
限
り
抑

え
る
た
め
に
は
、
介
護
保
険
か
ら
支

払
う
費
用
を
効
率
化
・
重
点
化
し
て

い
く
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
で
は
、

同
じ
要
介
護
状
態
で
あ
っ
て
も
、
在

宅
生
活
と
施
設
入
所
で
は
、
費
用
負

担
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
在
宅
生
活
を
送
っ
て
い
る

人
は
家
賃
や
光
熱
水
費
な
ど
の
居
住

費
や
食
費
を
本
人
が
負
担
し
て
い
る

の
に
対
し
、
施
設
入
所
し
て
い
る
人

は
、
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
て
い
る
た

め
で
す
。

　

同
じ
要
介
護
度
で
あ
れ
ば
、
ど
こ

で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
も
給
付
と
負

担
が
公
平
に
な
る
よ
う
、
国
の
制
度

改
正
が
行
わ
れ
、10
月
利
用
分
か
ら
、

居
住
費
や
食
費
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
が
自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
て
も
、
負
担

額
が
変
わ
り
ま
す
。
な
お
、
具
体
的

な
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
で

決
定
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
の
低
い
方
の
負
担

が
、
重
く
な
り
す
ぎ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
、
負
担

限
度
額
を
設
定
し
ま
す
。

　

負
担
額
の
計
算
例
な
ど
、
詳
し
く

は
、
今
回
の
広
報
い
ず
も
に
合
わ
せ

て
配
布
す
る
『
介
護
保
険
通
信
（
９
月

発
行
）』
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

施設 

在宅 

保険給付額 

平成17年6月給付実績 

3億8,828万円 

50.00%

3億8,825万円 

50.00%

利用者数 

3,911人 

74.80%

1,317人 
25.20% 

 

出雲市の介護サービス利用者と保険給付額出雲市の介護サービス利用者と保険給付額 出雲市の介護サービス利用者と保険給付額 

●おたずね／
　介護保険課（ＴＥＬ ２１－２２１１内線 ６４１１）

・介護保険施設…………………………居住費、食費
　（例）特別養護老人ホーム、老人保健施設、介護療養型医療施設

・ショートステイ………………滞在費、食費

・デイサービス・デイケア………食費

「
居
住
費
」
や
「
食
費
」
は
原
則
自
己
負
担
に

10
年
前
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
糸
賀
繁
治

さ
ん
（
83
歳　

大
社
町
杵
築
西

：

写
真
右
）。「
週
に
3
回

こ
こ
に
通
っ
て
、
体
操
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
ま
す
。
施
設

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
外
出
す
る
の
が
何
よ
り
の
楽
し
み
で

す
」
と
話
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
が
充
実
し
た
生

活
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
安
定
し
た
介
護
保
険
運
営
を

行
っ
て
い
き
ま
す
（
9
月
9
日　

い
な
さ
園
）

見直し対象の費用

　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て

雲
州
木
綿
の
集
散
地
と
し
て
栄
え
、
今

な
お
平
田
船
川
沿
い
に
風
情
の
あ
る
町

並
み
を
残
す
「
木
綿
街
道
」。

　

こ
の
木
綿
街
道
を
観
光
資
源
と
し
て

活
用
し
、
平
田
地
域
の
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
平
成
16
年

度
か
ら
木
綿
街
道
交
流
館
の
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

交
流
館
は
交
流
棟
と
本
石
橋
邸
か
ら

な
り
、
10
月
１
日
㈯
に
オ
ー
プ
ン
す
る

交
流
棟
は
、
平
田
の
商
業
や
歴
史
文
化

の
情
報
発
信
、
文
化
を
体
験
す
る
交
流

の
場
と
な
り
ま
す
。
案
内
所
や
展
示
コ

ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
染
め
物
や
綿
繰
り

の
研
修
、
会
合
な
ど
に
利
用
で
き
る
研

修
室
、
そ
ば
な
ど
を
楽
し
め
る
飲
食
店

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
石
橋
邸
は
、
平
田
の
伝
統
的

な
建
築
様
式
「
切き

り
つ
ま
つ
ま
い
り
ぬ
り
か
べ
づ
く
り

妻
妻
入
塗
壁
造
」
を

色
濃
く
残
し
て
い
る
民
家
で
、３
月
１
日

か
ら
す
で
に
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。
８

月
末
ま
で
に
、
市
内
外
か
ら
１
，８
０
０

人
を
超
え
る
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
な
た
も
交
流
館
で
、
木
綿
街
道
の

歴
史
や
文
化
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

10月1日（土）

と　き　10月1日（土）9時～16時
ところ　木綿街道交流館およびその周辺
内　容　スタンプラリー、もち・風船の配布、

お茶席、木綿街道写真展など

　

平
成
12
年
か
ら
始
ま
っ
た
介
護
保
険
制
度
。
介
護
を
社
会
全
体

で
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
10
月
か
ら
介
護
保
険
施
設
な
ど
の
利
用
料
が
変
更
と
な
る

こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

交 流 棟
●施設概要／案内所、研修室、飲食店
　※飲食店は10月2日（日）10時30分
オープンイベント（通常営業は、
10月5日（水）9：30～）

●研修室利用料／1時間当たり520円
　※研修室は板の間（約32㎡）と土間
からなり、多目的な利用ができます。

本 石 橋 邸
●入館料／一般200円、小中学生100円

●おたずね／
　木綿街道交流館（TEL 62－2631）

■ 
平田支所 

雲州平田駅 

■平田中学校 

平田船川 
■ 

愛宕山公園 

木綿街道交流館 

木綿街道交流館
●開館時間／9時～17時
●休 館 日／火曜日
　（祝日と重なった場合はその翌日）

10月
から

伝統的な「切妻妻入塗壁造」で建てられた木綿街道交流館交流棟。

4広報いずも２００５．９．２２5 広報いずも２００５．９．２２




